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八代市子育てに関するアンケート調査の結果について 

(1) 調査の目的 

八代市では、「子ども・子育て支援法」に基づく「第 1 期八代市子ども・子育て支援事業計画」（平成 27 年

度～令和元年度）、「第 2 期八代市子ども・子育て支援事業計画」（令和 2 年度～令和 6 年度）を策定し、子ど

もの支援や子育て支援に関する様々な取り組みをすすめてきました。 

これらの計画の期間満了やこども大綱の策定に伴い、次期計画策定の基礎資料とするためアンケート調査

を実施しました。 

 

 

(2) 調査票の種類と回収状況 

区分 調査票 調査対象 配布方法 回収方法 
対象者数 

有効回答数 
有効回答率 

調査 1 

調査票① 未就学児の保護者 郵送 
郵送 

Web 回答 

2,000 人 

884 人 
44.2% 

調査票② 小学生の保護者 郵送 
郵送 

Web 回答 

2,000 人 

881 人 
44.1% 

調査 2 

調査票③ 
八代市立小学校に 

通う小学 5 年生 
学校配布 

学校回収 

Web 回答 

1,034 人 

670 人 
63.5% 

調査票④ 
上記小学 5 年生の 

保護者 
学校配布 

学校回収 

 Web 回答 

1,034 人 

587 人 
55.6% 

調査票⑤ 
八代市立中学校に 

通う中学 2 年生 
学校配布 

学校回収 

Web 回答 

990 人 

683 人 
69.0% 

調査票⑥ 
上記中学 2 年生の 

保護者 
学校配布 

学校回収 

Web 回答 

990 人 

607 人 
61.3% 

調査 3 調査票⑦ 18～39 歳の若者 郵送 
郵送 

Web 回答 

2,000 人 

421 人 
21.1% 

 

 

(3) 調査期間 

令和 6 年 4 月 8 日から令和 6 年 4 月 19 日 

 

 

  

資料３ 
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(3) 子育てに関するアンケート調査 

 

1) こどもの育ちをめぐる環境 

 こども（就学前児童）をみてもらえる親族や

友人・知人の有無については、「緊急時も

しくは用事の際には祖父母等の親族にみ

てもらえる」（57.4％）の割合が最も高く、

次いで「日常的に祖父母等の親族にみて

もらえる」（40.5％）となっている一方で、

友人・知人に関しては「緊急時」(4.1%)、

「日常的」(1.2%)という結果になっていま

す。また、令和元年調査時と比較すると、

「日常的に祖父母等の親族にみてもらえ

る」を除き、子どもをみてもらえる親族や知

人がいる人の割合が減少しています。 

 

 

2) 保護者の就労状況 

 就学前児童の母親の就労状況につい

てみると、「フルタイム」の就労者が

56.7％と最も多いものの、「パート・ア

ルバイト等」の就労者が 30.2％、「未

就労（就労経験あり）」が 12.6％となっ

ており、就労形態が多様化していること

がわかります。また、令和元年調査時と

比べると、「フルタイム(産休・育休中)の

割合が 10.7 ポイント増加したこともあ

り、「フルタイム」就労者全体で 13.0 ポ

イント増加しています。 

 

 

40.5 

57.4 

1.2 

4.1 

9.8 

0.5 

38.4 

61.2 

1.6 

6.9 

8.7 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

緊急時若しくは用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる

日常的に子どもをみてもらえる友人・知人

がいる

緊急時若しくは用事の際には子どもをみて

もらえる友人・知人がいる

いずれもいない

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

37.6 

19.1 

26.2 

4.0 

12.6 

0.5 

0.1 

35.3 

8.4 

31.2 

2.5 

17.1 

0.5 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムで就労していて、産休・育

休・介護休業中ではない

フルタイムで就労していて、産休・育

休・介護休業中である

パート・アルバイト等で就労していて、

産休・育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労していて、

産休・育休・介護休業中である

以前は就労していたが、現在は就労して

いない

これまで就労したことがない

無回答

令和6年調査

（n=875）

令和元年調査

（n=2,201）



 

- 3 - 

 

 

 パート・アルバイト等で就労している母

親のうち、フルタイムへの転換希望があ

る人（「転換希望があり、実現できる見

込みがある」＋「転換希望はあるが、実

現できる見込みはない」）の割合は、就

学前児童：42.0％、小学生：44.0％で

す。 

 

 

 

 未就労の母親のうち、「すぐにでも、もしく

は１年以内に働きたい」という強い就労希

望を持っている人の割合は、就学前児

童：44.7％、小学生：46.3％です。 

 

 

 

 

 

 

3） 平日の定期的な教育・保育事業の利用状況 

 

 就学前児童の８割弱（７７．6％）が、現在、

平日の定期的な教育・保育事業を利用し

ています。 

 

 

 

12.1 

29.9 

52.3 

3.4 

2.3 

9.3 

30.1 

49.5 

3.2 

8.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる

見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現でき

る見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを

希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事

などに専念したい

無回答

令和6年調査

（n=264）

令和元年調査

（n=742）

16.7 

35.1 

44.7 

3.5 

14.5 

33.6 

35.7 

16.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや家事などに専念したい

（就労の予定はない）

1年より先に就労したい

すぐにでも、若しくは1年以内に

就労したい

無回答
令和6年調査

（n=114）

令和元年調査

（n=387）

77.6 

21.0 

1.4 

79.2 

20.6 

0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している

利用していない

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）
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 利用者が利用している事業の種類をみ

ると「認可保育所」（63.4％）、「認定こ

ども園」（14.0％）、「公立幼稚園（通常

の就園時間の利用）」（8.2％）、「私立

幼稚園（通常の就園時間の利用）」

（5.8％）の順で利用割合が高くなって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の定期的な教育・保育事業の今後

の利用意向では、「認可保育所」

（55.7％）の割合が最も高く、次いで

「認定こども園」（22.5％）、「公立幼稚

園（通常の就園時間の利用）」

（16.9％）、「私立幼稚園（通常の就園

時間の利用）」（11.1％）、「ファミリー・サ

ポート・センター」（７．８％）となっていま

す。 

 

 

  

8.2 

0.4 

5.8 

0.7 

63.4 

14.0 

1.0 

0.1 

1.3 

4.1 

1.5 

0.0 

0.1 

1.2 

0.9 

6.7 

0.0 

5.5 

0.0 

75.7 

8.2 

0.2 

0.0 

0.7 

0.0 

0.9 

0.0 

3.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公立幼稚園（通常の就園時間の利用）

公立幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ）

私立幼稚園（通常の就園時間の利用）

私立幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ）

認可保育所（県の許可を受けたもの）

認定こども園（幼稚園と保育施設の機能を併せ

持つ施設）

小規模な保育施設（定員が6～19人の保育施

設）

家庭的保育（保護者の家庭など5人以下の子ど

もを保育する事業）

事業所内保育施設（企業が主に従業員用に運営

する施設）

自治体の認証・認定保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育（ベビーシッターのような保育

者が子どもの家庭で保育する事業）

ファミリー・サポート・センター（地域住民が

子どもを預かる事業）

その他

無回答

令和6年調査

（n=686）

令和元年調査

（n=1,749）

16.9 

5.7 

11.1 

3.7 

55.7 

22.5 

6.2 

3.8 

5.3 

1.4 

2.4 

7.8 

1.2 

12.8 

20.8 

0.0 

11.4 

0.0 

76.7 

17.7 

3.6 

2.6 

11.0 

1.7 

4.6 

11.0 

2.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公立幼稚園（通常の就園時間の利用）

公立幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ）

私立幼稚園（通常の就園時間の利用）

私立幼稚園の預かり保育（定期的な利用のみ）

認可保育所

認定こども園

小規模な保育施設

家庭的保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）
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4） 地域子育て支援拠点事業の利用状況等 

 地域子育て支援拠点事業の利用状況で

は、「利用していない」の割合が 87.6％で

あるのに対して、「利用している」の割合が

11.1％となっています。 

 

 地域子育て支援拠点事業の利用意

向では、「新たに利用したり、利用日

数 を 増 や し た い と は 思 わ な い 」

（64.8％）の割合と 6 割以上で最も

高くなっていますが、利用希望者も

28.1％を占めています（今後利用し

たい：22.9％＋利用日数を増やしたい：5.2％）。 

 

 

5） 平日の定期的な教育・保育事業利用者の病気の際の対応 

 この 1 年間に子どもの病気等のために定

期的に教育・保育事業を利用しなかった

場合の対処方法では「母親が休んだ」

（88.3％）、「親族・知人に子どもをみても

らった」（41.8％）の順で割合が高く、「病

児・病後児の保育を利用した」は 6.7％と

なっています。 

 

 

 

 

  

11.1 

87.6 

1.4 

10.8 

86.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している

利用していない

無回答 令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

22.9 

5.2 

64.8 

7.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用していないが、今後利用したい

すでに利用しているが、今後利用日数を

増やしたい

新たに利用したり、利用日数を増やした

いとは思わない

無回答

n=884

38.2 

88.3 

41.8 

7.3 

6.7 

0.2 

0.0 

0.2 

1.5 

1.0 

24.0 

84.1 

46.7 

9.7 

4.7 

0.1 

0.1 

0.4 

1.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父親が休んだ

母親が休んだ

（同居者を含む）親族・知人に

子どもをみてもらった

父親又は母親のうち就労してい

ない方が子どもをみた

病児・病後児の保育を利用した

ベビーシッターを利用した

ファミリー・サポート・セン

ターを利用した

仕方なく子どもだけで留守番を

させた

その他

無回答

令和6年調査

（n=600）

令和元年調査

（n=1,526）
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6） 不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う 

一時預かり等の利用 

 この１年間の不定期の教育・保育事業の利用状況

については、「利用していない」（91.2％）が 9 割を

超えています。 

 

 

 

 

 泊まりがけでこどもを家族以外に預ける短期

入所生活援助事業(ショートステイ)の利用意

向では、「利用する必要はない」（86.5％）の割

合が８割以上と高く、「利用したい」（10.3％）

の割合は１割強となっています。 

 

 

7） 放課後の過ごし方 

 ５歳児の保護者に、小学校就学後の放

課後の過ごし方について、低学年時（小

学１～３年生）の希望を尋ねたところ、放

課後児童クラブの希望割合は、48.4％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 ５歳児の保護者に、小学校就学後の放課

後の過ごし方について、高学年時（小学４

～６年生）の希望を尋ねたところ、放課後

児童クラブの希望割合は、12.6％となっ

ています。最も割合が高いのは、「自宅」

で、58.9%となっています。 

 

 

 

 

2.6 

1.2 

0.7 

0.6 

0.1 

0.3 

91.2 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

n=884

10.3 

86.5 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい

利用する必要はない

無回答

n=884

38.9 

22.1 

32.6 

14.7 

7.4 

48.4 

6.3 

0.0 

0.0 

1.1 

9.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

放課後等デイサービス

障がい児タイムケア

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

n=95

58.9 

22.1 

42.1 

2.1 

11.6 

12.6 

5.3 

0.0 

0.0 

3.2 

20.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅

祖父母宅や友人・知人宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

児童館

放課後子ども教室

放課後児童クラブ

放課後等デイサービス

障がい児タイムケア

ファミリー・サポート・センター

その他（公民館、公園など）

無回答

n=95
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8） 子ども・子育て支援全般 

 子育てについてどのように感じている

か尋ねたところ、就学前児童保護者で

は 、 「 楽 し い と 感 じ る こ と が 多 い 」

(60.5％)、「楽しいと感じることと辛い

と感じることが同じくらい」(33.0％)、

「辛いと感じることが多い」(1.5%)とな

っています。 

 

 

 

 

 八代市が子育てしやすいまちだと思う

か就学前児童保護者に評価してもらっ

たところ、評価する人（「そう感じる」＋

「どちらかといえばそう感じる」）が

70.7％、評価しない人（「どちらかとい

え ば 感 じ な い 」 ＋ 「 感 じ な い 」 ） が

14.3％と評価する人の割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

 八代市が妊娠・出産期における保健サー

ビスが整っているか就学前児童保護者に

評価してもらったところ、評価する人（「そ

う感じる」＋「どちらかといえばそう感じ

る」）が 65.1％、評価しない人（「どちらか

といえば感じない」＋「感じない」）が

15.9％とこちらも評価する人の割合が高

くなっています。 

 

 

 

 

 

60.5 

33.0 

1.5 

2.0 

1.1 

1.8 

61.9 

30.1 

2.3 

1.7 

1.1 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

楽しいと感じることが多い

楽しいと感じることと辛いと

感じることが同じくらい

辛いと感じることが多い

わからない

その他

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

18.8 

51.9 

6.9 

7.4 

12.9 

2.1 

17.8 

51.2 

7.7 

5.9 

15.1 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう感じる

どちらかといえばそう感じる

どちらかといえばそう感じない

感じない

どちらともいえない

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

19.3 

45.8 

8.9 

7.0 

16.9 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう感じる

どちらかといえばそう感じる

どちらかといえばそう感じない

感じない

どちらともいえない

無回答

n=884
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9） 出産祝金 

 出産祝金について尋ねたところ、知っている人（「知っていて申請したことがある」＋「知っているが申請し

たことはない」）の割合は就学前児童保護者：73.5％、小学生保護者：39.7％となっています。 

 

 

 

 出産祝金について、「知っていて申請したこ

とがある」人に、子どもを産み育てるきっか

けとしての影響を尋ねたところ、影響を受け

た人（「非常に影響を受けた」＋「やや影響を

受けた」）が就学前児童保護者：44.4％、小

学生保護者：56.7％、影響を受けなかった

人（「あまり影響を受けなかった」＋「まったく

影響を受けなかった」）が就学前児童保護

者：51.1％、小学生保護者：40.2％と、小学

生保護者において影響を受けた人の割合が

高くなっています。 

 

 出産祝金について、全ての人に、今後の子

どもを産み育てるきっかけとしての影響を

尋ねたところ、影響があると感じる人（「非

常に影響があると感じる」＋「やや影響が

あると感じる」）が就学前児童保護者：

65.8％、小学生保護者：64.4％、影響が

ないと感じる人（「あまり影響がないと感じ

る」＋「まったく影響影響がないと感じる」）

が就学前児童保護者：31.9％、小学生保

護者：35.0％と、影響があると感じる人の

割合が高くなっています。 

  

49.7 

23.8 

24.9 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて申請したことがある

知っているが申請したことはない

知らなかった

無回答

n=884

18.9 

25.5 

30.8 

20.3 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響を受けた

やや影響を受けた

あまり影響を受けなかった

まったく影響を受けなかった

無回答

n=439

25.3 

40.5 

25.7 

6.2 

2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響があると感じる

やや影響があると感じる

あまり影響がないと感じる

まったく影響がないと感じる

無回答

n=884

▼就学前児童保護者 

▼就学前児童保護者 

▼就学前児童保護者 

24.1 

40.3 

27.4 

7.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響があると感じる

やや影響があると感じる

あまり影響がないと感じる

まったく影響がないと感じる

無回答

n=881

▼小学生保護者 

21.6 

35.1 

22.7 

17.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響を受けた

やや影響を受けた

あまり影響を受けなかった

まったく影響を受けなかった

無回答

n=97

11.0 

28.7 

59.1 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて申請したことがある

知っているが申請したことはない

知らなかった

無回答

n=881

▼小学生保護者 

▼小学生保護者 
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10） 保育料無償化 

 0～2 歳児の保育料無償化について尋ねたところ、知っていた人の割合は就学前児童保護者：93.8％、

小学生保護者：70.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 0～2 歳児の保育料無償化について、全

ての人に、今後の子どもを産み育てるきっ

かけとしての影響を尋ねたところ、影響が

あると感じる人（「非常に影響があると感

じる」＋「やや影響があると感じる」）が就

学前児童保護者：91.1％、小学生保護

者：85.7％、影響がないと感じる人（「あま

り影響がないと感じる」＋「まったく影響が

ないと感じる」）が就学前児童保護者：

7.8％、小学生保護者：12.5％と、影響が

あると感じる人の割合が高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

93.8 

4.5 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた

知らなかった

無回答

n=884

63.3 

27.8 

6.3 

1.5 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響があると感じる

やや影響があると感じる

あまり影響がないと感じる

まったく影響がないと感じる

無回答

n=884

70.1 

28.4 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていた

知らなかった

無回答

n=881

43.7 

42.0 

9.8 

2.7 

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に影響があると感じる

やや影響があると感じる

あまり影響がないと感じる

まったく影響がないと感じる

無回答

n=881

▼就学前児童保護者 

▼小学生保護者 

▼小学生保護者 ▼就学前児童保護者 
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1１） 仕事と子育ての両立に必要なもの 

 就学前児童保護者において、仕事と子育

てを両立させるために必要なものについ

て、「配偶者の協力」の割合が 82.6%と

最も高く、次いで「職場の中の意識や理

解、協力体制」の割合が74.5%、「配偶者

以外の家族の協力」の割合が 61.5%とな

っています。令和元年調査時と比べると、

「配偶者の協力」「配偶者以外の家族の協

力」といった項目の割合が減少しているの

に対して、「労働時間の短縮制度の充実」

「職場内での子育てに関する制度や環境

の充実」「職場の中の意識や理解、協力体

制」といった項目の割合が増加していま

す。 

 

 

1２） 子育てに関する不安や悩み 

 子育てに関する不安や悩みにつ

いて、就学前児童保護者では

「子育て(教育)にかかる経済的

負担が大きい」(57.2%)「仕事

と 子 育 て の 両 立 が 難 し い 」

(51.8%)「子どもの教育やいじ

めなどが心配」(39.4%)の順と

なっています。令和元年調査時

と比べると、「子どもに関する犯

罪や事故が増加していると感じ

る」の割合が 13.2 ポイントと大

きく減少したのに対して、「仕事

と子育ての両立が難しい」の割

合は 7.3 ポイント、「子育て(教

育)にかかる経済的負担が大き

い」の割合は 5.2 ポイント増加し

ています。 

 

 

 

 

82.6 

61.5 

38.0 

54.2 

28.5 

61.3 

74.5 

45.7 

3.2 

0.8 

1.1 

86.2 

71.9 

41.2 

44.2 

28.6 

54.1 

71.2 

44.8 

2.9 

0.5 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者の協力

配偶者以外の家族の協力

子育て後に再就職できる制度の充実

労働時間の短縮制度の充実

職場内保育園の整備・充実

職場内での子育てに関する制度や環境

の充実

職場の中の意識や理解、協力体制

親の仕事の形態にあわせた保育施設や

サービスの充実

その他

特に必要なものはない

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

57.2 

51.8 

24.1 

8.6 

9.0 

24.1 

3.6 

23.6 

39.4 

33.3 

26.5 

3.3 

3.2 

2.1 

52.0 

44.5 

20.0 

7.9 

11.3 

20.2 

3.3 

24.8 

38.5 

46.5 

25.5 

4.4 

3.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て（教育）にかかる経済的負担が大きい

仕事と子育ての両立が難しい

子どもの健康や発達に不安を感じる

地域医療体制への不安を感じる

保育サービスや施設が利用しにくい

安全な遊び場や児童館など、子どもの居場所

が身近にない

相談相手や手助けしてくれる人がいない

安全な通園・通学ができる歩道や防犯施設等

の整備が進んでいない

子どもの教育やいじめなどが心配

子どもに関する犯罪や事故が増加していると

感じる

自分の時間がとれず、自由がない

不安や悩みを持っていない

その他

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）

▼就学前児童保護者 
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 小学生保護者では「子育て(教

育)にかかる経済的負担が大き

い」(74.0%)「仕事と子育ての

両立が難しい」(58.8%)「子ど

もの教育やいじめなどが心配」

(40.3%)の順となっています。

令和元年調査時と比べると、

「子育て（教育）にかかる経済的

負担が大きい」の割合が 24.3

ポイント、「安全な遊び場や児童

館など、子どもの居場所が身近

にない」の割合が 23.4 ポイン

ト、「仕事と子育ての両立が難し

い」の割合が 19.4 ポイントと大

幅に増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

74.0 

58.8 

19.6 

10.0 

14.6 

27.6 

6.2 

23.5 

40.3 

31.4 

21.1 

1.2 

2.5 

2.2 

49.7 

39.4 

16.1 

6.8 

9.8 

4.2 

26.4 

25.4 

38.0 

17.9 

38.8 

4.2 

2.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育て（教育）にかかる経済的負担が大きい

仕事と子育ての両立が難しい

子どもの健康や発達に不安を感じる

地域医療体制への不安を感じる

保育サービスや施設が利用しにくい

安全な遊び場や児童館など、子どもの居場所

が身近にない

相談相手や手助けしてくれる人がいない

安全な通園・通学ができる歩道や防犯施設等

の整備が進んでいない

子どもの教育やいじめなどが心配

子どもに関する犯罪や事故が増加していると

感じる

自分の時間がとれず、自由がない

不安や悩みを持っていない

その他

無回答

令和6年調査

（n=881）

令和元年調査

（n=4,441）

▼小学生保護者 
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1３） 必要だと思う子育て支援策 

 就学前児童保護者が必要だと思う子育て支援策について、「子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増

やして欲しい」の割合が 73.8%と最も高く、次いで「残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に対し

て職場環境の改善を働きかけて欲しい」の割合が 43.9%、「親子が安心して集まれる身近な場、イベント

の機会が欲しい」の割合が 28.2%となっています。 「保育所や幼稚園などにかかる費用負担を軽減し

て欲しい」の割合が 19.1 ポイント減少したのに対して、「残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に

対して職場環境の改善を働きかけて欲しい」の割合は 6.3 ポイント、「子連れでも出かけやすく楽しめる

場所を増やして欲しい」の割合は 5.6 ポイント増加しています。 

 

 

 

 

 

 

  

28.2 

73.8 

11.7 

13.9 

10.6 

8.6 

2.8 

4.9 

22.1 

29.2 

11.0 

43.9 

26.4 

5.8 

3.2 

26.1 

68.2 

12.6 

13.0 

8.3 

11.4 

3.6 

5.4 

41.2 

26.4 

9.3 

37.6 

25.8 

4.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

親子が安心して集まれる身近な場、イベント

の機会が欲しい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増や

して欲しい

子育てについて学べる機会を作って欲しい

子育てに困ったとき、身近に相談したり情報

が得られる場を作って欲しい

子育てに困ったとき、居宅で保育士等が子育

てを援助して欲しい

保育所を増やして欲しい

幼稚園を増やして欲しい

認定こども園を増やして欲しい

保育所や幼稚園などにかかる費用負担を軽減

して欲しい

誰でも気軽に利用できる保育サービスが欲し

い

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てな

ど、住宅面の配慮が欲しい

残業時間の短縮や休暇の取得促進など企業に

対して職場環境の改善を働きかけて欲しい

児童クラブを増やして欲しい

その他

無回答

令和6年調査

（n=884）

令和元年調査

（n=2,209）
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(4) 子どもの生活実態調査【小学 5 年生・中学 2 年生】 

 

1） 子どもたちの学び 

 平日の勉強時間について、小学 5 年生では「1 時間よりも少ない」(40.7%)、「1～2 時間」(35.5%)、

「ほとんどしない」(8.8%)の順であるのに対して、中学 2 年生では「1～2 時間」(46.7%)、「1 時間より

も少ない」(28.8%)、「ほとんどしない」(10.1%)の順となっています。 

 

 

 

 

 休日の勉強時間について、小学 5 年生では「1 時間よりも少ない」(40.6%)、「1～2 時間」(26.6%)、

「ほとんどしない」(19.1%)の順であるのに対して、中学 2 年生では「1～2 時間」(36.5%)、「1 時間より

も少ない」(29.7%)、「ほとんどしない」(17.1%)の順となり、平日よりも「ほとんどしない」の割合が増加

しています。 

 

 

  

10.1 

28.8 

46.7 

8.3 

2.5 

0.1 

0.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない

1時間よりも少ない

1～2時間

2～3時間

3～4時間

4～5時間

5時間よりも多い

無回答

n=683

8.8 

40.7 

35.5 

8.4 

2.4 

1.3 

0.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない

1時間よりも少ない

1～2時間

2～3時間

3～4時間

4～5時間

5時間よりも多い

無回答

n=670

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 

19.1 

40.6 

26.6 

7.0 

2.8 

1.3 

0.6 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない

1時間よりも少ない

1～2時間

2～3時間

3～4時間

4～5時間

5時間よりも多い

無回答

n=670

17.1 

29.7 

36.5 

9.4 

2.9 

1.0 

0.3 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない

1時間よりも少ない

1～2時間

2～3時間

3～4時間

4～5時間

5時間よりも多い

無回答

n=683

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 
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 学校の楽しさについて、楽しいと感じる人（「すごく楽しい」＋「まあまあ楽しい」）の割合は小学 5 年生：

87.3％、中学 2 年生：83.8％、楽しくないと感じる人（「あまり楽しくない」＋「楽しくない」）の割合は小学

5 年生：6.6％、中学 2 年生：6.2％となっています。 

 

 

 楽しくない原因について、小学 5 年生では「友だちのこと」「何となく」(32.9%)、「分からない」(20.0%)、

「勉強のこと」(17.1%)の順であるのに対して、中学 2 年生では「何となく」(43.0%)、「勉強のこと」

(34.4%)、「友だちのこと」(26.9%)の順となっています。 

 

 

 

2）授業以外の活動 

 地域のスポーツクラブや文化クラブ、学校の部活動への参加状況について、いずれの年代も参加率が過

半数を超えており、小学 5 年生：56.6%、中学 2 年生：71.9%となっています。参加していない理由につ

いて、いずれの年代も「特に理由はない」（小学 5 年生：39.7％、中学 2 年生：40.9％）が最も割合が高

く、それに次ぐ理由として、「加入したいスポーツクラブ等がないから」（小学 5 年生：26.8％、中学 2 年

生：35.7％）となっています。 

  

すごく楽しい

45.7%

まあまあ

楽しい

41.6%

あまり楽しくない

4.2%

楽しくない

2.4%

分からない

3.9%
無回答

2.2%

n=670

すごく楽しい

33.1%

まあまあ

楽しい

50.7%

あまり楽しくない

4.4%

楽しくない

1.8%

分からない

7.5%
無回答

2.6%

n=683

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 

43.0 

34.4 

26.9 

22.6 

14.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何となく

勉強のこと

友だちのこと

分からない

先生のこと n=93

32.9 

32.9 

20.0 

17.1 

4.3 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友だちのこと

何となく

分からない

勉強のこと

先生のこと

無回答 n=70
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3） 起床時刻 

 平日の起床時刻について、「ほぼ同じ時刻に起きている」の割合は小中学生ともに 6 割前後である一方

(小学 5 年生：60.6%、中学 2 年生：58.7%)、時刻が安定しない「あまり同じ時刻に起きていない」(小

学 5 年生：9.7%、中学 2 年生：6.7%)「起きる時刻は毎日ちがう」(小学 5 年生：5.8%、中学 2 年生：

4.5%)については、小学 5 年生の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の就寝時刻について、小中学生の 3 割前後が安定しておらず、「あまり同じ時刻にねていない」(小

学 5 年生：18.7%、中学 2 年生：19.6%)「ねる時刻は毎日ちがう」(小学 5 年生：10.3%、中学 2 年生：

11.6%)となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平日の平均睡眠時間について経済状況別1にみると、小学生ではⅠ層はⅡ層と比べて 7 時間以上の割合

が低くなっています。中学生では大きな差はみられないものの、Ⅰ層の方がより睡眠時間が短い選択肢

を選ぶ傾向にあります。 

 

 
1 本調査における保護者の世帯収入に関する回答と厚生労働省が公表している算出方法に基づいて相対的貧困世帯を定義し、Ⅰ層(貧困率

を下回る層に属する回答者)、Ⅱ層(それ以外の回答者)と区分し、集計を行っています。 

ほぼ同じ時刻

に起きている

60.6%どちらかと言

えば同じ時刻

に起きている

20.9%

あまり同じ時刻

に起きていない

9.7%

起きる時刻は

毎日ちがう

5.8%

無回答

3.0%

n=670

ほぼ同じ時刻

に起きている

58.7%
どちらかと言

えば同じ時刻

に起きている

25.5%

あまり同じ時刻

に起きていない

6.7%

起きる時刻は

毎日異なる

4.5%

無回答

4.5%

n=683

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 

ほぼ同じ時刻

に寝ている

34.1%

どちらかと言

えば同じ時刻

に寝ている

30.2%

あまり同じ時刻

に寝ていない

19.6%

寝る時刻は毎日異なる

11.6%

無回答

4.5%

n=683

▼中学 2 年生 

ほぼ同じ時刻

にねている

38.1%

どちらかと言

えば同じ時刻

にねている

30.3%

あまり同じ時刻

にねていない

18.7%

ねる時刻は毎日ちがう

10.3%
無回答

2.7%

n=670

▼小学 5 年生 

0.5

1.1

3.8

3.8

22.6

10.5

52.8

44.5

18.9

37.8

1.9

1.9

Ⅰ層（n=53)

Ⅱ層（n=373)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間よりも少ない 4～5時間 5～6時間 6～7時間

7～8時間 8時間よりも多い 無回答

0.8

8.5

1.1

11.9

16.6

30.5

25.9

35.6

41.4

6.8

12.0

6.8

2.2

Ⅰ層（n=59)

Ⅱ層（n=367)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

4時間よりも少ない 4～5時間 5～6時間 6～7時間

7～8時間 8時間よりも多い 無回答

▼小学 5 年生 経済状況別 平均睡眠時間 ▼中学 2 年生 経済状況別 平均睡眠時間 
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4） 朝食の頻度 

 朝食の頻度について、「毎日食べる」割合は年代が上がるにつれて減少しています(小学 5 年生：87.0%、

中学 2 年生：77.9%)。同時に「ほとんど食べない」の割合は、年代が上がるにつれて増加しています(小

学 5 年生：3.4%、中学 2 年生：5.0%)。また、経済状況別にみると、小学生・中学生ともにⅠ層がⅡ層と

比べて「ほぼ毎日」の割合が低くなっています。 

 

 

 

 保護者と朝食を食べる頻度について、「毎日食べる」割合は、年代が上がるにつれて減少しています(小

学 5 年生：57.0%、中学 2 年生：44.9%)。「ほとんど食べない」の割合はそれぞれ 2 割以上となってお

り、年代が上がるにつれて増加しています(小学 5 年生：20.9%、中学 2 年生：28.3%)。保護者と夕食

を食べる頻度は朝食を食べる頻度よりも多く、「毎日食べる」割合は小学 5 年生：83.0%、中学 2 年生：

75.8%となっています。 

 

 

 

 

  

ほぼ毎日

87.0%

週に4～5日

4.5%

週に2～3日

1.9%

週に1日てい度

0.7%
ほとんど食べない

3.4%
無回答

2.4%

n=670

ほぼ毎日

77.9%

週に4～5日

8.6%

週に2～3日

3.2%

週に1日程度

0.9%

ほとんど食べない

5.0%

無回答

4.4%

n=683

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 

64.4

83.9

8.5

7.1

11.9

3.0

1.4

8.5

2.5

6.8

2.2

Ⅰ層（n=59)

Ⅱ層（n=367)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日

週に1日程度 ほとんど食べない 無回答

▼中学 2 年生 経済状況別 朝食の頻度 ▼小学 5 年生 経済状況別 朝食の頻度 

83.0

89.3

5.7

3.8

3.8

1.6

0.5

5.7

3.5

1.9

1.3

Ⅰ層（n=53)

Ⅱ層（n=373)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に4～5日 週に2～3日

週に1日てい度 ほとんど食べない 無回答

ほぼ毎日

44.9%

週に4～5日

8.3%

週に2～3日

7.8%

週に1日程度

6.6%

ほとんど

食べない

28.3%

無回答

4.1%

n=683

▼中学 2 年生 

ほぼ毎日

57.0%

週に4～5日

6.6%

週に2～3日

8.8%

週に1日てい度

3.9%

ほとんど

食べない

20.9%

無回答

2.8%

n=670

▼小学 5 年生 
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5） ヤングケアラー 

 お世話をしている人の有無について「いる」の割合は、小学 5 年生：27.5%、中学 2 年生：18.0%となっ

ています。また、「ヤングケアラー」という言葉の認知度について、「聞いたことがあり、内容も知っている」

割合は、小学 5 年生：5.4%、中学 2 年生：10.4%でした。さらに「聞いたことはあるがよく知らない」を

合わせた「聞いたことがある」割合は、小学 5 年生：16.9%、中学 2 年生：26.9 %であり、いずれも年代

が上がるにつれて、認知度も上昇しています。なお、「ヤングケアラー」という言葉を「聞いたことがあり、内

容も知っている」人で、お世話をしている人の有無について「いる」の割合は、小学 5 年生：1.0%、中学 2

年生：0.4 %でした。 

 平日に行うお世話の時間の長さを尋ねたところ、小中学生ともに「ほぼ毎日」の割合が最も高くなってい

ます(小学 5 年生：45.7%、中学 2 年生：38.2%)。その時間の長さに関しては、小中学生ともに「1 時間

未満」の割合がと最も高くなっています(小学 5 年生：44.6%、中学 2 年生：52.8%)。 

 

 

 

 お世話することにより感じるきつさについて、小中学生ともに「特にきつさは感じていない」の割合が最も

高くなっています(小学 5 年生：62.5%、中学 2 年生：71.5%)。一方で、きつさを感じる内容について

は、小学 5 年生においては「体がきつい」(17.9%)の割合が最も高く、中学 2 年生においては「時間的

余裕がない」(14.6%)の割合が最も高くなっています。 

 

 

 

62.5 

17.9 

14.1 

8.2 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特にきつさは感じていない

体がきつい

心がつかれる

時間的よゆうがない

無回答 n=184

1時間より

少ない

44.6%

1～3時間

32.6%

3～5時間

7.6%

5～7時間

6.5%

7時間よりも多い

7.1%

無回答

1.6%

n=184

1時間未満

52.8%1時間以上

3時間未満

35.0%

3時間以上

5時間未満

5.7%

5時間以上

7時間未満

3.3%

7時間以上

0.8%
無回答

2.4%

n=123

71.5 

14.6 

9.8 

4.9 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

特にきつさは感じていない

時間的余裕がない

身体的にきつい

精神的にきつい

無回答 n=123

▼小学 5 年生 

▼小学 5 年生 ▼中学 2 年生 

▼中学 2 年生 
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6） 自分自身の気持ち 

 「今の自分が好きだ」と思う割合について、「あてはまる」「どちらかといえばあてはまる」をあわせた「あて

はまる」の割合は、小中学生ともに 7 割前後となっています(小学 5 年生：71.9%、中学 2 年生：

67.1%)。 

 

 

 

 

 

 悩みなどを相談できる人について、「いる」の割合は、小中学生ともに 7 割前後となっています(小学 5 年

生：70.1%、中学 2 年生：67.5%)。一方、「相談できる人が欲しいが、いない」とする割合については、小

学 5 年生：3.7%、中学 2 年生：4.5%となりました。 

 

35.8 

66.4 

34.3 

9.6 

36.1 

21.9 

43.7 

21.3 

13.9 

5.1 

13.6 

30.9 

10.7 

2.7 

4.6 

34.8 

3.4 

3.9 

3.7 

3.4 

今の自分が好きだ (n=670)

自分の親（保護者）から愛されていると思う (n=670)

うまくいくか分からないことにもがんばって取り組む

(n=670)

自分は役に立たないと強く感じる (n=670)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答

20.5 

60.0 

27.4 

6.6 

46.6 

29.3 

43.5 

22.0 

19.3 

4.2 

21.1 

42.8 

9.7 

1.9 

3.4 

24.0 

4.0 

4.5 

4.7 

4.7 

今の自分が好きだ (n=683)

自分の親（保護者）から愛されていると思う (n=683)

うまくいくか分からないことにも頑張って取り組む (n=683)

自分は役に立たないと強く感じる (n=683)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない あてはまらない

無回答

▼小学 5 年生 

▼中学 2 年生 

いる

70.1%

相談できる人

が欲しいが、

いない

3.7%

相談する人は

必要ない

7.6%

分からない

15.2%

無回答

3.3%

n=670

▼小学 5 年生 

いる

67.5%
相談できる人

が欲しいが、

いない

4.5%

相談する人は

必要ない

9.5%

分からない

12.4%

無回答

6.0%

n=683

▼中学 2 年生 
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7) 居場所の利用 

 居場所等の利用状況について、『平日の夜や休日を過ごすことができる場所』を「利用したことがある」割

合は、小学 5 年生：24.2%、中学 2 年生：23.0%であり、その他の居場所よりも利用率が高くなってい

ます。「利用したことはないが、あれば利用したいと思う」の割合については、小学 5 年生については「勉

強を無料で見てくれる場所」の割合が最も高く(小学 5 年生：25.7%)、中学 2 年生については「夕ご飯

を無料か安く食べることができる場所」の割合が最も高く(中学 2 年生：27.2%)なっています。 

 

 

 

 

 

 

 上記のような居場所を利用したことによる変化について、「特に変化はない」(小学 5 年生：33.0%、中学

2 年生：44.6%)を除くと、小学 5 年生では「生活の中で楽しみなことが増えた」の割合が最も高く

(31.6%)、中学 2 年生では「友だちが増えた」の割合が最も高くなっています(25.8%)。 

 

  

24.2 

11.2 

5.8 

4.0 

14.9 

24.9 

25.7 

13.4 

32.5 

30.9 

35.2 

44.6 

24.0 

28.2 

28.7 

33.0 

4.3 

4.8 

4.6 

4.9 

(自分や友人の家以外で)平日の夜や休日を過ごすことができ

る場所 (n=670)

(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べること

ができる場所（子供食堂など） (n=670)

勉強を無料で見てくれる場所 (n=670)

(家や学校以外で)何でも相談できる場所(電話やインター

ネット・SNSなどの相談を含む。) (n=670)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある
利用したことはないが、あれば利用したいと思う
利用したことはないが、今後も利用したいと思わない
利用したことはないが、今後利用したいかどうか分からない
無回答

23.0 

7.0 

4.0 

5.9 

21.7 

27.2 

25.8 

16.3 

25.0 

28.8 

34.7 

38.2 

24.6 

31.5 

30.2 

34.3 

5.7 

5.4 

5.4 

5.4 

(自分や友人の家以外で)平日の夜や休日を過ごすことができ

る場所 (n=683)

(自分や友人の家以外で）夕ごはんを無料か安く食べること

ができる場所（子供食堂など） (n=683)

勉強を無料で見てくれる場所 (n=683)

(家や学校以外で)何でも相談できる場所(電話やインター

ネット・SNSなどの相談を含む。) (n=683)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある
利用したことはないが、あれば利用したいと思う
利用したことはないが、今後も利用したいと思わない
利用したことはないが、今後利用したいかどうか分からない
無回答

▼小学 5 年生 

▼中学 2 年生 
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(5) 子どもの生活実態調査【小学 5 年生・中学 2 年生保護者】 

 

1） 家族構成等 

 家族構成について、小中学生世帯ともに「母親」が 9 割以上（小学 5 年生保護者：93.5%、中学 2

年生保護者：90.4%）、「父親」が 8 割前後（小学 5 年生保護者：81.3%、中学 2 年生保護者：

76.9%）と大半を占めています。また「祖母」と同居する世帯の割合はいずれも 2 割前後（小学 5 年

生保護者：22.1%、中学 2 年生保護者：22.6%）で、「祖父」と同居する世帯の割合は 1 割以上でし

た(小学 5 年生保護者：16.7%、中学 2 年生保護者：16.1%）。 

 

 

 

 親の婚姻状況について、「結婚している」割合は、小学 5 年生保護者：84.2%、中学 2 年生保護者：

79.1%となっています。離婚している場合において、「受け取っていない」（「養育費の取り決めをし

ているが、受け取っていない」＋「養育費の取り決めをしておらず、受け取っていない」）の割合は、小

学 5 年生保護者：67.2 %、中学 2 年生保護者：67.6 %でした。 

 

 

 

 

  

93.5 

81.3 

49.1 

48.9 

22.1 

16.7 

3.2 

3.4 

2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

父

弟・妹

兄・姉

祖母

祖父

親戚

その他

無回答
n=587

90.4 

76.9 

46.3 

44.8 

22.6 

16.1 

1.6 

4.1 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

父

兄・姉

弟・妹

祖母

祖父

親戚

その他

無回答
n=607

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 

取り決めをし

ており、受け

取っている

27.1%

特に取り決

めはしてい

ないが、受

け取ってい

る

1.4%

取り決めをして

いるが、受け

取っていない

24.3%

取り決めをして

おらず、受け

取っていない

42.9%

無回答

4.3%

n=70

取り決めをし

ており、受け

取っている

26.3%
特に取り決

めはしてい

ないが、受

け取ってい

る

3.8%

取り決めをしてい

るが、受け取って

いない

26.3%

取り決めをしてお

らず、受け取って

いない

41.3%

無回答

2.5%

n=80

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 
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2） 子どもとの時間 

 保護者が家にいる時間について、「お子さんの学校からの帰宅時間には家にいる」割合が小中学生

世帯ともに最も高くなっています(小学 5 年生保護者：47.2%、中学 2 年生保護者：50.2%）。 

 

 

 お子さんと一緒に遊びや料理、会話等をする時間を尋ねたところ、平日は小学生世帯では「3 時間以

上」の割合最も高く(30.5%)、中学生世帯では「1～2 時間未満」の割合が最も高く(23.9%)なって

います。1 時間未満とする回答を合計すると、小学 5 年生保護者：21.1%、中学 2 年生保護者：

34.5%でした。一方で、休日は「3 時間以上」の割合が小中学生世帯ともに最も高くなっています

(小学 5 年生保護者：69.3%、中学 2 年生保護者：47.4%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1.2 

10.4 

22.9 

23.9 

18.3 

18.5 

4.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない

30分未満

30分～1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間以上

無回答
n=607

0.8 

3.0 

10.9 

14.2 

12.9 

47.4 

10.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない

30分未満

30分～1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間以上

無回答
n=607

1.0 

4.6 

15.5 

23.9 

22.3 

30.5 

2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない

30分未満

30分～1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間以上

無回答
n=587

0.5 

1.2 

4.6 

8.3 

8.3 

69.3 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどない

30分未満

30分～1時間未満

1時間～2時間未満

2時間～3時間未満

3時間以上

無回答
n=587

▼小学 5 年生保護者（平日） 

▼小学 5 年生保護者（休日） 

▼中学 2 年生保護者（平日） 

▼中学 2 年生保護者（休日） 

47.2 

46.5 

1.9 

0.7 

0.3 

0.7 

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お子さんの学校からの帰宅時間には家にいる

お子さんの夕食時間には家にいる

お子さんの寝る時間には家にいる

保護者の帰宅時間は全く決まっていない

お子さんが寝た後に帰ってくる

その他

無回答
n=587

▼小学 5 年生保護者 

50.2 

39.5 

2.3 

2.0 

0.0 

0.7 

5.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お子さんの学校からの帰宅時間には家にいる

お子さんの夕食時間には家にいる

お子さんの寝る時間には家にいる

保護者の帰宅時間は全く決まっていない

お子さんが寝た後に帰ってくる

その他

無回答
n=607

▼中学 2 年生保護者 
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3） 子どもの進学 

 子どもを将来どの段階まで進学させたいと思うか尋ねたところ、小中学生世帯ともに「大学」の割合

が 4 割以上と最も高くなっています(小学 5 年生保護者：43.4%、中学 2 年生保護者：40.5%）。

その希望通り進学できそうかと尋ねたところ、「そう思う」と回答した割合は、小学 5 年生保護者：

42.8%、中学 2 年生保護者：51.0%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4

45.3

18.9

20.3

12.7 2.1

18.8

48.4

2.3

0.6

15.6

12.9 1.7

Ⅰ層（n=64)

Ⅱ層（n=481)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校 高等学校 専門学校 短期大学 大学

大学院 その他 分からない 無回答

0.2

40.8

31.4

13.2

11.0

1.5

30.3

43.9

0.4

2.6

1.1

13.2

10.0

0.6

Ⅰ層（n=76)

Ⅱ層（n=472)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学校 高等学校 専門学校 短期大学 大学

大学院 その他 分からない 無回答

40.5 

30.0 

11.0 

1.2 

0.3 

0.2 

1.2 

10.5 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学

高等学校

専門学校

短期大学

大学院

中学校

その他

分からない

無回答
n=607

43.4 

21.8 

13.8 

2.0 

1.7 

0.3 

1.2 

10.5 

5.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大学

高等学校

専門学校

大学院

短期大学

中学校

その他

分からない

無回答
n=587

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 

▼中学 2 年生保護者 経済状況別 進学先 

▼小学 5 年生保護者 経済状況別 進学先 
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4） 支出を控えた経験 

 過去 1 年の間に経済的理由で支出を控えた経験を尋ねたところ、小中学生保護者ともに「ない、又

は無回答」が最も多く、小学 5 年生保護者：47.2%、中学 2 年生保護者：48.1%となっています。

一方で、控えた支出の内訳をみると、「家族旅行を控えた」(小学 5 年生保護者：37.3%、中学 2 年

生保護者：34.9%）「食費を切りつめた」(小学 5 年生保護者：27.4%、中学 2 年生保護者：

28.5%）「必要な服や靴を買うのを控えた」(小学 5 年生保護者：24.7%、中学 2 年生保護者：

23.6%）などが上位に上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

34.9 

28.5 

23.6 

7.7 

6.6 

4.4 

4.0 

3.8 

2.1 

1.5 

48.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族旅行を控えた

食費（嗜好品を除く）を切

りつめた

必要な服や靴を買うのを控

えた

家族の祝い事を控えた

税金の支払いが滞った

家賃やローンの支払いが

滞った

冠婚葬祭のつきあいを控え

た

電話などの通信料の支払い

が滞った

医療機関を受診できなかっ

た

電気、ガス、水道などが止

まった

ない、又は無回答

n=607

37.3 

27.4 

24.7 

7.3 

6.1 

4.3 

3.4 

2.9 

1.7 

0.5 

47.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族旅行を控えた

食費（嗜好品を除く）を切りつめた

必要な服や靴を買うのを控えた

家族の祝い事を控えた

税金の支払いが滞った

冠婚葬祭のつきあいを控えた

電話などの通信料の支払いが滞った

家賃やローンの支払いが滞った

医療機関を受診できなかった

電気、ガス、水道などが止まった

ない、又は無回答

n=587

54.7

0.0

3.1

21.9

10.9

14.1

50.0

10.9

18.8

53.1

12.5

24.7

0.6

1.5

4.6

2.1

2.1

22.0

3.7

5.8

36.6

50.1

食費（嗜好品を除く）を切りつめた

電気、ガス、水道などが止まった

医療機関を受診できなかった

税金の支払いが滞った

家賃やローンの支払いが滞った

電話などの通信料の支払いが滞った

必要な服や靴を買うのを控えた

冠婚葬祭のつきあいを控えた

家族の祝い事を控えた

家族旅行を控えた

ない、又は無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ層（n=64)

Ⅱ層（n=481)

63.2

7.9

7.9

18.4

9.2

7.9

48.7

10.5

13.2

59.2

10.5

25.6

0.6

1.5

5.3

4.0

3.6

21.2

3.0

7.4

33.7

50.2

食費（嗜好品を除く）を切りつめた

電気、ガス、水道などが止まった

医療機関を受診できなかった

税金の支払いが滞った

家賃やローンの支払いが滞った

電話などの通信料の支払いが滞った

必要な服や靴を買うのを控えた

冠婚葬祭のつきあいを控えた

家族の祝い事を控えた

家族旅行を控えた

ない、又は無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ層（n=76)

Ⅱ層（n=472)

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 

▼小学 5 年生保護者 経済状況別 ▼中学 2 年生保護者 経済状況別 
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5） 子どものための支出を控えた経験 

 過去 1 年の間に経済的理由で子どものための支出を控えた経験を尋ねたところ、小中学生保護者と

もに「ない、又は無回答」が最も多く、小学 5 年生保護者：80.4%、中学 2 年生保護者：78.6%と

なっています。一方で、控えた支出の内訳をみると、「お小遣いを渡せなかった」(小学 5 年生保護

者：9.2%、中学 2 年生保護者：12.0%）「習い事に通えなかった」(小学 5 年生保護者：7.8%、中

学 2 年生保護者：4.8%）「必要な服や靴を買えなかった」(小学 5 年生保護者：7.8%、中学 2 年生

保護者：7.1%）「学習塾に通えなかった」(小学 5 年生保護者：5.8%、中学 2 年生保護者：7.9%）

などが上位に上がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.2 

7.8 

7.2 

5.8 

4.1 

3.1 

1.7 

1.0 

0.2 

0.0 

80.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お小遣いを渡せなかった

習い事に通えなかった

必要な服や靴を買えなかった

学習塾に通えなかった

本や絵本が買えなかった

スポーツクラブや部活動に参加できなかった

誕生日等の祝い事を祝えなかった

地域行事に参加できなかった

遠足や修学旅行に参加できなかった

医療機関を受診できなかった

ない、又は無回答

n=587

12.0 

7.9 

7.1 

4.8 

3.0 

2.1 

1.3 

1.2 

0.8 

0.0 

78.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お小遣いを渡せなかった

学習塾に通えなかった

必要な服や靴を買えなかった

習い事に通えなかった

誕生日等の祝い事を祝えなかった

スポーツクラブや部活動に参加できなかった

地域行事に参加できなかった

本や絵本が買えなかった

医療機関を受診できなかった

遠足や修学旅行に参加できなかった

ない、又は無回答

n=607

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 

3.9

2.6

31.6

19.7

0.0

11.8

6.6

17.1

13.2

5.3

52.6

0.2

0.8

10.2

5.3

0.0

4.2

1.7

7.0

1.5

0.8

80.9

医療機関を受診できなかった

本や絵本が買えなかった

お小遣いを渡せなかった

必要な服や靴を買えなかった

遠足や修学旅行に参加できなかった

習い事に通えなかった

スポーツクラブや部活動に参加できなかった

学習塾に通えなかった

誕生日等の祝い事を祝えなかった

地域行事に参加できなかった

ない、又は無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ層（n=76)

Ⅱ層（n=472)

0.0

10.9

32.8

25.0

0.0

18.8

9.4

15.6

4.7

4.7

56.3

0.0

3.3

6.2

5.2

0.0

6.2

2.3

5.0

1.2

0.6

83.6

医療機関を受診できなかった

本や絵本が買えなかった

お小遣いを渡せなかった

必要な服や靴を買えなかった

遠足や修学旅行に参加できなかった

習い事に通えなかった

スポーツクラブや部活動に参加できなかった

学習塾に通えなかった

誕生日等の祝い事を祝えなかった

地域行事に参加できなかった

ない、又は無回答

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⅰ層（n=64)

Ⅱ層（n=481)

▼小学 5 年生保護者 経済状況別 ▼中学 2 年生保護者 経済状況別 
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6） 悩みの相談先や手当等の利用状況 

 悩みや子育てを相談できる人の有無を尋ねたところ、「いる」人の割合は小中学生保護者ともに 8 割

以上となっています(小学 5 年生保護者：84.0%、中学 2 年生保護者：81.4%)。一方で「相談でき

る人が欲しいが、いない」割合は小中学生保護者ともに 5.1%となっています。 

 

 

 手当等の利用状況や利用経験を尋ねたところ、「就学援助費」(小学 5 年生保護者：13.3%、中学 2

年生保護者：11.9%）や「児童扶養手当」(小学 5 年生保護者：12.1%、中学 2 年生保護者：

11.2%）に関して、それぞれ 1 割程度の利用者がいます。「利用したいが申請方法が分からない」と

する回答者に関しては、それぞれ小学 5 年生保護者の方が高い割合となっています「就学援助費」

(小学 5 年生保護者：2.0%、中学 2 年生保護者：1.0%）「児童扶養手当」(小学 5 年生保護者：

1.2%、中学 2 年生保護者：0.8%）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

いる

84.0%

相談できる人が欲

しいが、いない

5.1%

相談する人は

必要ない

2.2%

分からない

7.2%

無回答

1.5%

n=587

88.2 

13.3 

12.1 

0.0 

1.5 

0.5 

2.0 

1.7 

3.2 

0.5 

1.2 

1.2 

5.5 

70.5 

70.2 

83.6 

81.3 

83.1 

0.0 

2.0 

1.2 

0.7 

1.2 

0.7 

4.3 

12.4 

13.3 

15.2 

14.8 

14.5 

児童手当 (n=587)

就学援助費 (n=587)

児童扶養手当 (n=587)

生活保護 (n=587)

行政からの貸付金 (n=587)

母子家庭等就業・自立支援センターの利用 (n=587)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したことがある 利用したことはない 利用したいが申請方法が分からない 無回答

いる

81.4%

相談できる人が

欲しいが、いな

い

5.1%

相談する人は

必要ない

1.2%

分からない

6.8%

無回答

5.6%

n=607

▼小学 5 年生保護者 ▼中学 2 年生保護者 

82.5 

11.9 

11.2 

0.2 

2.6 

1.0 

2.8 

3.3 

4.6 

0.3 

1.8 

2.1 

6.8 

66.7 

65.7 

79.7 

75.6 

77.6 

0.2 

1.0 

0.8 

0.5 

0.8 

0.7 

7.7 

17.1 

17.6 

19.3 

19.1 

18.6 

児童手当 (n=607)

就学援助費（※） (n=607)

児童扶養手当（※） (n=607)

生活保護 (n=607)

行政からの貸付金(※) (n=607)

母子家庭等就業・自立支援センターの利用 (n=607)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用したことがある 利用したことはない 利用したいが申請方法が分からない 無回答

▶小学 5 年生保護者 

▶中学 2 年生保護者 
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(6) こども・若者意識調査【18～39 歳】 

 

1） 家族構成等 

 同居している方を尋ねたところ、「母」が 50.1%で最も

高く、次いで「父」が 40.6％、「きょうだい」が 22.6％

となっています。また、「同居している人はいない(単身

世帯)」の割合は、16.4%です。 

 

 

 

 

 

 回答者の家の生計を立てている人について、「あなた自

身」の割合が 33.7%と最も高く、次いで「父」の割合が

29.0％、「母」の割合が 10.0％となっているなど、4 割

近い人が両親の立てる生計で生活しています。 

 

 

 

 

 

 

2） 就業経験 

 就業経験を尋ねたところ、「現在就業している」が

81.5%で最も高く、次いで「現在は就業していな

いが、過去に就業経験がある」が 9.3%、「これま

でに就業経験はない」が 4.8%となっています。ま

た、現在の職業を尋ねたところ、「正規の社員・職

員・従業員」が 54.9%で最も高く、次いで「パー

ト・アルバイト（学生アルバイトは除く）」が 10.9%、

「学生・生徒（予備校生含む）」が 6.7%となってい

ます。 

 

 

 

50.1 

40.6 

22.6 

20.4 

16.4 

10.9 

9.3 

2.9 

5.7 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母

父

きょうだい

あなたの配偶者

同居している人はい

ない（単身世帯）

祖父母

あなたの子

その他親族

その他

無回答

n=421

33.7 

29.0 

10.0 

9.5 

1.2 

0.0 

3.6 

4.8 

8.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あなた自身

父

母

あなたの配偶者

きょうだい

あなたの子

わからない、答えら

れない

その他

無回答
n=421

54.9 

10.9 

6.7 

6.2 

5.2 

4.0 

2.9 

2.1 

1.0 

0.5 

0.2 

0.0 

3.1 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正規の社員・職員・従業員

パート・アルバイト

（学生アルバイトは除く）

学生・生徒（予備校生含む）

無職（仕事を探している）

契約社員・嘱託

自営業・自由業

派遣社員

無職（仕事を探していない）

会社などの役員

家事手伝い

家族従業者・内職

専業主婦・主夫

その他

無回答

n=421
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3） 自分自身の気持ち 

 自分らしさがあるかどうかを尋ねたところ、「そう

思う」が 42.0％、「どちらかといえばそう思う」が

34.2％であるのに対して、「そう思わない」が

9.0%、「どちらかといえばそう思わない」が

12.6%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 孤独だと感じる頻度を尋ねたところ、「ほとんどな

い」が 30.6%、「決してない」が 13.8%であるの

に対して、「常にある」が 7.1％、「時々ある」が

18.5％、「たまにある」が 27.6%となっていま

す。 

 

 

 

4） 居場所 

 居場所（ほっとできる場所、居心地の良い場所）

がどのような場所か尋ねたところ、「自分の部屋」

が 65.6%と最も高く、次いで「家庭(実家や親族

の家を含む)」が 56.3%、「インターネット空間」

が 13.8%となっています。「特にない」は 4.5%

でした。「特にない」と回答した人に対して、どのよ

うな場所であれば行ってみたいか尋ねたところ、

「特にない」が 31.6%であったのに対して、「いつ

でも行きたい時に行ける」「一人で過ごせたり、何

もせずのんびりしたりできる」「好きなことをして

自由に過ごせる」「悩み事の相談にのってもらえ

る」が 26.3%となっています。 

 

  

そう思う

42.0%

どちらかとい

えば、そう思

う

34.2%

どちらかとい

えば、そう思

わない

12.6%

そう思わない

9.0%

無回答

2.1%

n=421

決してない

13.8%

ほとんどない

30.6%

たまにある

27.6%

時々ある

18.5%

常にある

7.1%

無回答

2.4%

n=421

65.6 

56.3 

13.8 

11.9 

10.2 

9.5 

4.5 

4.5 

3.3 

1.9 

3.6 

2.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分の部屋

家庭(実家や親族の家を含む)

インターネット空間(SNSなど)

公園や自然の中で遊べる場所

職場（過去の職場を含む）

ショッピングセンターや

ファストフードなどのお店

図書館や公民館などの施設

特にない

無料で勉強を見てくれる場所や、

食事や軽食を無料か安く

食べることができる場所

学校(卒業した学校を含む)

その他

無回答

n=421
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5） 外出状況 

 普段の外出状況については、「仕事や学校で

平日は毎日外出する」が 65.1%と大半を占

めています。一方で「普段は家にいるが、自

分の趣味に関する用事のときだけ外出する」

（5.0％）。「普段は家にいるが、近所のコンビ

ニなどには出かける」(5.0%)、「自室からは

出るが、家からは出ない」(1.0%)、「自室か

らほとんど出ない」(0.2%)といった回答もみ

られました。 

 

 

 「普段は家にいるが、自分の趣味に関する用

事のときだけ外出する」、「普段は家にいる

が、近所のコンビニなどには出かける」、「自

室からは出るが、家からは出ない」、「自室か

らほとんど出ない」と回答した人に外出状況

が現在の状態になってからどのくらい経つか

尋ねたところ、「10～15 年未満」の割合が

19.1%と最も高くなっています。「6 か月未

満」の割合は 21.3%である一方、「6 か月以

上」の選択肢を回答した割合は 74.3%とな

っています。 

 

 

 上記のような外出状況になった理由として、

「人間関係がうまくいかなかった」の割合が

23.4%と最も高く、次いで「学校になじめな

かったこと」の割合が 17.0%、「就職活動が

うまくいかなかったこと」の割合が 14.9%と

なっています。 

  

23.4 

17.0 

14.9 

12.8 

12.8 

10.6 

10.6 

10.6 

10.6 

4.3 

4.3 

2.1 

0.0 

0.0 

19.1 

6.4 

14.9 

12.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人間関係がうまくいかなかったこと

学校になじめなかったこと

就職活動がうまくいかなかったこと

職場になじめなかったこと

病気

中学校時代の不登校

高校時代の不登校

大学（専門学校、短期大学等を含む）

時代の不登校

新型コロナウイルス感染症が流行した

こと

小学校時代の不登校

退職したこと

妊娠したこと

受験に失敗したこと（高校・大学等）

介護・看護を担うことになったこと

特に理由はない

わからない

その他

無回答

n=47

65.1 

9.7 

5.5 

5.2 

5.0 

5.0 

1.0 

0.2 

3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

仕事や学校で平日は毎日外出する

仕事や学校で週に3～4日外出する

遊び等で頻繁に外出する

人づきあいのためにときどき外出する

普段は家にいるが、自分の趣味に関す

る用事のときだけ外出する

普段は家にいるが、近所のコンビニな

どには出かける

自室からは出るが、家からは出ない

自室からほとんど出ない

無回答

n=421
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6） 結婚 

 「結婚していない」または「結婚したことがあ

るが、今はそうではない」人に対して、結婚

に対する考えを尋ねたところ、結婚への意

欲がある層（「できるだけ早く、又は、早めに

結婚したい」＋「時期にとらわれていないが

結婚したい」）が 53.8％、結婚へ消極的な

層（「結婚はまだ考えていない」＋「結婚した

くない」）が 43.3%と、結婚への意欲がある

層の割合が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 独身でいる理由を尋ねたところ、「適当な

相手にまだめぐり会わないから」の割合

が 36.0%と最も高く、次いで「独身の自

由さや気楽さを失いたくないから」の割合

が 29.6%、「結婚する必要性をまだ感じ

ないから」の割合が 24.8％となっていま

す。また、「結婚資金が足りないから」とい

った回答も 21.3%となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

できるだけ早く、又

は早めに結婚したい

14.3%

時期にとらわ

れていないが

結婚したい

39.5%

結婚はまだ考

えていない

32.2%

結婚したくない

11.1%

無回答

2.9%

n=314

36.0 

29.6 

24.8 

24.5 

21.3 

17.8 

12.1 

11.5 

7.6 

1.6 

6.4 

1.3 

10.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

適当な相手にまだめぐりあわないから

独身の自由さや気楽さを失いたくないから

結婚する必要性をまだ感じないから

今は、趣味や娯楽を楽しみたいから

結婚資金が足りないから

今はまだ仕事(学業)にうちこみたいから

相手とうまくつき合えないから

結婚するにはまだ若すぎるから

結婚生活のための住居のめどがたたないから

親や周囲が結婚に同意しない(だろう)から

その他

すでに結婚が決まっている

無回答

n=314
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7） 出産 

 理想的な子どもの人数については、「2 人」(48.9%)、「3 人」(22.3%)、「0 人」(12.4％)の順とな

っています。一方で、実際に持つつもりの子どもの人数は、「2 人」(39.7%)、「0 人」(22.1%)、「1

人」(17.3％)となっています。実際と希望を比べると、実際持つつもりの子どもの人数は、「0 人」の

割合が 9.7 ポイント、「1 人」の割合が 7.8 ポイント増加しているのに対して、「2 人」の割合が 9.2 ポ

イント、「3 人」の割合が 8.8 ポイント減少しています。 

 

 

 

 

 理想としている子どもの数より、実際に

持つつもりの子どもの数が少ない理由

として、「子育てや教育にお金がかかり

すぎるから」の割合が 63.8%と最も高

く、次いで「子どもを育てにくい世の中

だから」の割合が 30.2%、「自分の仕

事や学業に差し支えるから」の割合が

17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

63.8 

30.2 

17.2 

13.8 

12.1 

10.3 

7.8 

6.0 

4.3 

3.4 

1.7 

0.9 

7.8 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

子育てや教育にお金がかかりすぎる

から

子どもを育てにくい世の中だから

自分の仕事や学業に差し支えるから

ほしいけれどもできないから

健康上の理由から

自分や夫婦・パートナーとの生活を

大切にしたいから

これ以上、育児の心理的、肉体的負

担に耐えられないから

高年齢で子どもを持つのがいやだか

ら

末子が夫・妻・パートナーの定年退

職までに成人してほしいから

家が狭いから

夫・妻・パートナーの家事・育児へ

の協力が得られないから

夫・妻・パートナーが望まないから

その他

無回答

n=116

0人

22.1%

1人

17.3%

2人

39.7%

3人

13.5%

4人

1.7%

5人以上

0.5%

無回答

5.2%

n=421

0人

12.4%

1人

9.5%

2人

48.9%

3人

22.3%

4人

2.1%

5人以上

0.5%

無回答

4.3%

n=421

▼理想とする子どもの数 ▼今後持つつもりの子どもの数 


